
仙北 平成２7年８月発行
監修：仙北地域振興局農林部農業振興普及課

№５

農業技術情報
いもち病・カメムシ対策に厳重警戒を

斑点米カメムシ類発生注意

～出穂後は水管理で登熟向上、最後まで実らせよう～

～今年の薬剤防除は“２回”を基本にお願いします ！！！ ～

4,260

※詳しい防除対策は４ページ（ウラ表紙）に記載しております。

あきたこまち10地点

　稲は出穂期を迎えました。昨年は出穂以降の登熟遅延による充実度不足や斑点米カメムシ類の影響による被
害粒の発生がありました。出穂後は水管理と病害虫防除に重点を置いた栽培管理を行いましょう。

○定点調査結果
　７月２４日現在の「あきたこまち」の生育状況は、草丈６９．０㎝で短く（平年比９３％）、茎数５３３本／㎡で多く
（平年比１１２％）、葉数は１２．５葉（平年差＋０．４葉）となっています。
　葉数から見た生育は平年に比べやや早まっています。葉色（ＳＰＡＤ値）は４０．２（平年比１０７％）と濃くな
りました。（移植日の違いによりほ場間差があります）
　これまでの平均気温から見ると、出穂期（５０％出穂）は平年より早まると予想されます。

　７月２１～２３日に秋田県病害虫防除所が実施した巡回調査における県南
部の紋枯病の発病株率は３．９％（平年２．６％）でやや高く、発病地点率は
３５．０％（平年２２．０％）、要防除地点率は１５．０％（平年５．６％）でいずれも高
くなりました。
　特に、県南部での要防除地点率は他の地区に比べ高い結果となりまし
た。今後も病勢の進展に好適な条件が続くと予想されますので、要防除水
準（発病株率が１５％以上）を超えるほ場では出穂直前～穂揃期に以下の茎
葉散布剤を株元に到達するように散布しましょう。

　本年も斑点米カメムシ類（アカスジカスミカメ・アカヒゲホソミドリカスミカメ）の発生が多く、特
にイネ科雑草が出穂している畦畔や休耕田等の雑草地、ほ場内にノビエやホタルイが残っているほ場で
は、すくい取り頭数が多くなっています。
　ほ場内や畦畔除草と薬剤防除を組み合わせて、斑点米被害を抑えましょう。

～耕種的防除～
　アカスジカスミカメはノビエやホタルイの雑草の穂に産卵し、増殖するため、出穂期１０日後頃の茎葉
散布剤散布後５日以内に畦畔や農道の草刈りを実施し、アカスジカスミカメの増殖地を無くしましょ
う。この期間を過ぎるようであれば草刈りは行ってはいけません。その後は収穫２週間前までは草刈り
はしません。

～薬 剤 防 除～
　通常の防除は出穂期１０日後頃の１回散布を基本としますが、発生量が多い場合は、出穂期１０日後頃と
出穂期２４日後頃の２回散布を基本としましょう。
　散布計画の策定と薬剤の準備は早めに行いましょう。

●主なカメムシの特徴と防除概要

水稲定点調査結果 ７月２4日現在（仙北地域振興局農林部農業振興普及課）

トピックス ～紋枯病の発生が多いと予想されています。～

草　　丈
（㎝）

茎　　数
（本／㎡）

葉　　数
（葉）

ＳＰＡＤ
（葉緑素計値）

本　年　値 69.0 533 12.5 40.2
平　年　値 74.2 474 12.1 37.5
平　年　比 93％ 112％ ＋0.4 107％
前　年　値 76.1 533 12.0 37.1
前　年　比 91％ 100％ ＋0.5 108％

散 布 時 期 薬 剤 名 希釈倍率／散布量
（10ａあたり）

適 正 使 用 基 準
使用時期 使用回数

出穂期10日後頃
ス タ ー ク ル 粉 Ｄ Ｌ ３㎏

収穫７日前まで ３回以内
ス タ ー ク ル 液 剤 1,000倍／60～150㍑

追加防除
出穂期24日後頃

キ ラ ッ プ 粉 剤 Ｄ Ｌ ３～４㎏
収穫14日前まで ２回以内

キラップフロアブル 1,000～2,000倍／60～200㍑

薬 剤 名 希釈倍率・１０ａ使用量
モンカットファイン粉剤２０DL

３～４㎏
モ ン セ レ ン 粉 剤 D L
モ ン カ ッ ト フ ロ ア ブ ル

1,500倍
モ ン セ レ ン フ ロ ア ブ ル

６月 ７月 ８月 ９月
上～下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

本田防除

農道畦畔

法　　面
休耕田等

草刈り

草刈り
草刈り
禁止

草刈り
草刈り

草刈り

収穫期

収穫期

収穫期
２週間前

収穫期
２週間前

出穂
10～15日前

出穂
10～15日前

１回目防除　　
出穂期10日後頃

２回目防除　　
出穂期24日後頃

スタークル剤散布

６月上旬

６月上旬

キラップ剤散布
出穂期10日後頃のスタークル剤散布
後に草刈りを！
（アカスジの増殖源を消去）

アカスジカスミカメ アカヒゲホソミドリカスミカメ

体長：成虫で４．６～６㎜程度
特徴：�ノビエ、ホタルイ等の

カヤツリグサ科の穂に
産卵する。稲にはほと
んど産卵しない。

体長：成虫で５～６㎜
特徴：�水田内で一生を過ごし、

稲の穂に産卵する。
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巡回調査における発病株率（7月21～23日調査）



　７月２４日に仙台管区気象台から東北地方３か
月予報が発表されました。
　８月は平年に比べ晴れの日が少なく、降水量
は平年並みか多くなると予想されています。
　登熟期間は雨が多く日照不足が懸念されま
す。こまめに天気予報をチェックし、適切な水
管理、病害虫防除を行いましょう。

　葉いもちの発生が全く認められず、周辺の発生田からの伝染の影響のないほ場では、防除の必要は
ありません。ただし、葉いもちが多発しているほ場が隣接している場合などは、出穂期～７日後にラブ
サイド剤の茎葉散布をしてください。
　また葉いもち発生が認められるほ場では、出穂直前と穂揃期にラブサイド剤またはビーム剤の茎葉
散布をしてください。

①�用水不足が懸念される場合は、地域農家や関係機関と協力して節水管理に努め、入水時間を申し合わ
せるなど、計画的な用水の供給に努めます。
②�溝切りを実施したほ場では、溝に通水するだけでも大丈夫です。その他ほ場でも、かん断かん水で、
土壌水分を一定に保ちましょう。

①�出穂当初は水を多く必要とする時期なので、出穂後１０日間は５～６㎝程度の水深で湛水します。その
後は２～３㎝の浅水、間断かん水とします（下図参照）。
②�イネの活力低下を防止するため、気温が３０℃以上になる日はかけ流しかん水を実施し地温を下げるこ
とが理想的です。ただし、今年は水不足傾向にありますので、地域で協力し可能なところのみで行っ
てください。
③�登熟期にフェーンなど乾燥した風が強く吹くと、穂の白枯れや褐変被害が出ることがあります。これ
を防ぐには、湛水状態とし脱水などの水分ストレスをやわらげる対策が必要です。
④�落水の時期は、概ね出穂後３０日とします。早期に落水すると葉色の低下、枯れ上がり、根の機能減退
により収量、品質、食味が低下する場合がありますので注意してください。

今後の気象経過 ～８月天候不順に注意を～

いもち対策怠るな！ ～天候によって激発の恐れあり～

白粒・胴割れ粒対策 ～水管理で高温登熟を防ぎ、白粒・胴割れ粒の発生を防ぎましょう。～

水不足時の対応 ～地域で協力し合い節水を心がけましょう～

出穂期からの水管理

○高温登熟被害粒の発生要因と技術対策

○無人ヘリ以外の防除方法について

※フサライドの本田での総使用回数は３回以内なので注意する。
　（フサライドはラブサイド剤、ブラシン剤に含まれる成分です。総使用回数に注意してください）
※ビームゾルは傾穂期以降に散布すると薬害を生じることがある。

・�カドミウム濃度が０．４ｐｐｍを超える米を流通させると
食品衛生法違反となります。汚染米を生産・流通さ
せないように水管理を徹底しましょう。

○�カドミウムを吸収させないため、出穂前３週間、出
穂後３週間の計６週間は常時湛水管理を行い、田面
が空気に触れないよう管理してください。（田面が
露出すると土壌が酸化し、カドミウムが吸収されや
すくなります）。

項 目 気 象 的 要 因 栽 培 的 要 因 技 術 対 策

白
未
熟
粒

乳白　心白 出穂後４～２０日頃の高温 籾数過多 籾数制御　かけ流し　夏期常時湛水

背白　腹白 出穂後１６～２４日頃の高温 登熟期後半の肥切れ 穂肥　かけ流し　夏期常時湛水

充 実 度 不 足 粒 登熟期間の高温 登熟期の肥切れ 穂肥　かけ流し

胴 割 れ 粒 出穂１０日間の高温 登熟期の肥切れ
早期落水　刈り遅れ、過乾燥

穂肥　かけ流し　夏期常時湛水
適期刈り取り、２段乾燥

散布のポイント 薬 剤 名
希釈倍率／散布量
（10ａあたり）

適 正 使 用 基 準
使用時期 使用回数

予防剤と治療剤の混
合剤

ブ ラ シ ン 粉 剤 D L ３～４㎏
収穫７日前まで ２回以内

ブラシンフロアブル 1,000倍／60～150㍑

出穂直前と穂揃期の
２回
※�多発時は傾穂期に
追加防除

ラ ブ サ イ ド 粉 剤 D L
４㎏

収穫７日前まで ３回以内
ビ ー ム 粉 剤 D L
ラブサイドフロアブル 1,000～1,500倍／60～150㍑
ビ ー ム ゾ ル 1,000倍

１回目防除
出穂期10日後頃
スタークル剤

２回目防除
出穂期24日後頃
キラップ剤

草刈り
１回目防除後５日以内
農道、畦畔含む

【節水対策】
溝切り後に通水程度でＯＫ！
【節水対策】
溝切り後に通水程度でＯＫ！
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出穂後日数

カドミウム対策

管  

理  

の  

目  

安

花　水 排水不良田落水期 良排水田落水期

草刈り禁止期間（出穂10日前から） 草刈り禁止期間（収穫２週間前まで)

出
穂
期

湛水状態
（７月15日～）

落水

湛　　　　水　　　　期　　　　間

出穂期

気　温

降水量

＜今後の気温、降水量の予報＞
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平年並 高い
（多い）
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